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戦後に建設された砂防施設を対象として、技術的な経緯と，歴史・文化的価値の評価方法について検討

を行っている．これまでの研究で，今後詳細な調査および評価を行う一次調査として抽出された 148 施設

のうち，特に重要な位置づけを持つ施設 35 施設について 2 次調査を実施中である．2 次調査の実施状況を

報告する．  
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1. はじめに 
 
土木学会土木史研究委員会「戦後土木施設の歴史・文

化的価値に関する調査小委員会」（以下、小委員会）で

は、戦後に建設された土木施設の歴史・文化的価値の評

価手法，調査方法について検討を進めてきた．評価手法

については，「評価対象選定の観点」として，大項目と

分野ごとの中項目を設定し，対象施設を評価するための

分野間で共通の「評価軸」を設定した 1)．その評価軸に

基づいて評価対象物件抽出のためのワークシートを作成，

砂防施設の一次調査リスト（案）として，148 施設の砂

防施設を抽出し，1 次調査リストのうち、昭和 20 年

（1945 年）以降、平成 12 年（2000 年）までに建設され

た施設の中で，6 つの評価軸（新規性・規範性・到達

点・唯一性・適用性・意匠性）に基づき，現在の制度や

計画，施設の構造・機能，用いられている技術等におい

て，我が国で初めて建設されたものや規模の大きいもの

など，重要な位置づけを持つ施設について 2次調査物件

（案）として 35施設抽出した 2)．2次調査は，資料調査

と現地調査からなり，施設の建設経緯，諸元，図面，写

真等の資料収集を行うとともに，現地における施設状況

調査を実施している． 

本報告では，資料調査と現地調査からなる 2次調査の

実施状況を報告する． 
 
2. 2次調査の実施 

 
2.1 資料調査 

調査対象となる砂防施設は，国もしくは都道府県が管

理していることから，施設の建設経緯，諸元，図面，写

真等による資料調査は，管理者へのヒアリング及び資料

収集が必要となる．国土交通省（旧建設省）が所管する

直轄砂防事業の砂防施設については，管理者による砂防

施設台帳や施設点検資料のほか，事務所工事史，技術論

文（土木学会誌，砂防学会誌等），一般向けの広報資料

（web ページ，パンフレット等）を収集した．都道府県

が所管する砂防施設についても，国と同様に台帳等の資

料が作成，整理されており，同様に収集を行った．一般

向けの広報資料が参考となる．その他，我が国における

砂防全般の資料として「日本砂防史」3)，「砂防ダム大

鑑」4)等がある． 

 

2.2 現地調査 

砂防施設は，上流域からの流出土砂を捕捉・調節する
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機能を持つことから，主に山間部に設置されている．戦

後直後に竣工した砂防施設は，設置から 70 年程度経過

しており，工事用道路が使用できなくなっていたり，周

辺の樹木が生長し視認できなくなっているなど，周辺の

環境が大きく変わっている場合が想定された．そのため，

現地で調査を実施する際は，施設管理者への事前連絡，

確認を行うとともに，収集資料や webの地図情報（国土

地理院，Google 等）等により把握して実施した．現地

においては，地上からの調査だけでなく，ドローン（無

人航空機，UAV：unmanned aerial vehicle）を使用し，

施設の全体像と周辺地形の把握した．2 次調査物件対象

の 35 施設のうち 27 施設について調査を実施した（表-
1）． 

 
2.3 調査結果 

 今回，現地調査を実施した 2次調査物件となっている

施設は，使用している材料により木，石，コンクリート，

鋼構造物の 4つに分類される．戦後の土木施設を対象と

していることで，建設から約 70 年が経過している施設

（例：紅葉谷川庭園砂防施設，写真-1）もみられるが，

施設管理者の維持管理により，多くの施設が現在でも砂

防・治山施設としての機能を発揮し，残存している．一

方で，恒常的に水・土砂・流木等の影響を受ける施設で

あるため，施設の埋没や流出，破損，変形が確認された．

また，仮設構造物としてすでに撤去されている施設が確

認された． 
 2 次調査物件対象となった施設の一部は，施設へのア

クセスや地上からの全体像の把握が地形的に困難であっ

た．本調査では，地上からの現地確認の他，ドローンに 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

より対象施設および周辺地形・環境を確認することがで

きた（例：真船砂防堰堤，写真-2）．ドローンを活用し

た調査は，高解像度の写真撮影や 3次元計測により，施

設の詳細な状況や立体的な構造を把握することも可能で

あり，今後の施設調査に有効である． 

 

写真-1 紅葉谷川庭園砂防施設 
（1948（昭和 23）年竣工） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-2 ドローンによる施設の撮影 
（真船砂防堰堤） 

表-1 2次調査物件一覧表（現地調査実施状況） 
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2.4 評価軸毎の主な事例について 

戦後に建設された土木施設（砂防施設を含む）の歴

史・文化的観点からの評価軸や評価基準，評価方法等に

ついては，小委員会における戦後土木施設の評価軸の検

討結果に基づき，新規性・規範性・到達点・唯一性／希

少性・適用性・意匠性の 6つの評価軸による評価，分類

がされている（表-3）．令和 2年度に調査を実施した 25
施設のうち，評価軸毎に主な施設を以下に示す． 

 
表-3 戦後砂防施設の歴史・文化的評価基準 1) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)新規性 

 戦後土木施設における砂防施設の特徴として，鋼製砂

防施設の開発が挙げられる．2 次調査物件のうち，19 施

設が鋼製砂防施設となっており，様々なタイプ，機能を

持った施設が開発，設置された．新規性を評価する施設

として，北海道の有珠山麓に設置された鋼製スリット A
型の小有珠右の川 1 号スリットダムなどがある（写真-
3）． 
 

 

写真-3 評価軸「新規性」の事例 
（鋼製ｽﾘｯﾄA型：小有珠右の川 1号スリットダム） 

 
(2)規範性 
 規範性を評価される施設は，施設設置後，一般化した

規範・モデルとなった施設であり，工種，工法，材料，

時代的・地域的代表となる施設である．主な施設として

アーチ式構造を持つ真船砂防堰堤や，砂防ソイルセメン

トを使用した水無川 1 号砂砂防堰堤（写真-4）などがあ

る．  

 

写真-4 評価軸「規範性」の事例 
（砂防ｿｲﾙｾﾒﾝﾄを使用した堰堤：水無川 1号砂防堰堤） 

 
(3)到達点 
 技術的な到達点を評価される施設は，その時代を代表

する施設構造を持っている．主な施設としては，重力式

コンクリート砂防堰堤である烏川砂防堰堤や日向砂防堰

堤などがある（写真-5）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-5 評価軸「到達点」の事例 
（その時代の代表的な形式の砂防堰堤：日向砂防堰堤） 
 
(4) 唯一性／希少性 
 唯一性／希少性を評価される施設は，規模の大きさや

高名な人物の関与，地域の著名人の関与や愛着性が高い

施設である．主な施設としては，コンクリートスリット

構造（スリット部鋼製ビーム構造）の蓬沢砂防堰堤（写

真-6）や，重力式コンクリートダムと均一型フィルダム

複合型の火打山川第 1 号砂防堰堤（写真-7）などがある． 
 
(5) 適用性 
 適用性を評価される施設は，時代の要請に応じて変化

しながら継承されている施設として，利活用に関する貢

献度や地域の発展に対する貢献度が高い施設である．主

な施設として黒岳沢低ダム群などがある（写真-8）． 

評価軸 評価のポイント 評価事例

新規性 最初に造られたもの 年代の早さ

規範性
その後一般化した規範・モデル
となったもの

工種、工法、材料、
時代的代表、地域的代表

到達点 技術的な到達点といえるもの
工種、工法、材料、
時代的代表、地域的代表

唯一性
/希少性

唯一造られたもの、希少なもの
規模の大きさ、高名人物の関与、
地域人物の関与、愛着性

適用性
時代の要請に応じて変化しなが
らも継承されているもの

利活用に対する貢献度、
地域の発展に対する貢献度

意匠性 意匠が優れているもの 形態、良好な風景の創出
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写真-6 評価軸「唯一性／希少性」の事例 
（ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾘｯﾄ砂防堰堤・ｽﾘｯﾄ部鋼製ﾋﾞｰﾑ構造：蓬沢砂防

堰堤） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-7 評価軸「唯一性／希少性」の事例 
（重力式コンクリート形式と均一性フィルダムの複合型

堰堤：火打山川第 1号砂防堰堤） 
 

 

写真-8 評価軸「適用性」の事例 
（黒岳沢低ダム群） 

 
 
 
 
 

(6)意匠性 
 意匠性を評価される施設は，施設の形態により良好な

風景を創出する施設である．主な施設として，大暗渠砂

防堰堤の浦川スーパー暗渠砂防堰堤（写真-9）や地獄平

（神坂上流）砂防堰堤などがある． 

写真-9 評価軸「意匠性」の事例 
（大暗渠砂防堰堤：浦川スーパー暗渠砂防堰堤） 

 
5．まとめ 

 

 本報では，小委員会において検討を進めてきた戦後土

木施設の歴史・文化的価値評価手法の検討において，砂

防施設を対象とした 2次調査物件の現地調査状況を報告

した．今後も引き続き，残りの 2次調査対象物件の調査

を進めるとともに，戦後の砂防施設に関する小史に沿っ

て砂防施設の変遷を俯瞰しながら，6 つの評価軸に基づ

き砂防施設の歴史・文化的価値の評価を実施していく．  
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